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だ
厳
し
い
が
、
１
０
０
周
年
を
機

に
立
ち
止
っ
て
過
去
を
振
り
返
り
、

建
学
の
精
神
を
再
確
認
し
て
、
次

の
世
紀
に
向
か
っ
て
出
発
す
る
良

い
機
会
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
歓

迎
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
長
谷
部
真
道
総
本
山

金
剛
峯
寺
座
主
・
高
野
山
真
言
宗

管
長
が
「
弘
法
大
師
御
誕
生
１
２

５
０
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
事
は
、

学
園
に
携
わ
っ
て
来
ら
れ
た
方
々

に
と
っ
て
大
き
な
慶
び
で
あ
る
と

拝
察
す
る
。
１
０
０
年
前
の
関
東

大
震
災
、
そ
の
後
の
太
平
洋
戦
争
、

そ
う
し
た
様
々
な
苦
難
を
乗
り
越

え
今
日
を
迎
え
て
い
る
。
現
在
も

世
界
を
見
渡
す
と
ロ
シ
ア
、
中
近

東
で
紛
争
が
勃
発
し
世
界
中
が
大

変
な
不
安
に
陥
れ
ら
れ
て
い
る
。

我
が
日
本
を
取
り
巻
く
環
境
は
周

辺
諸
国
の
状
況
を
見
て
も
、
決
し

て
安
全
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
ん

な
中
で
次
の
人
材
育
成
を
担
っ
て

お
ら
れ
る
藤
井
理
事
長
を
始
め
教

職
員
の
方
々
の
ご
苦
労
は
い
か
ば

か
り
か
と
拝
察
す
る
が
、
生
徒
の

皆
さ
ん
は
未
来
に
向
か
っ
て
自
分

自
身
の
個
性
を
早
く
見
つ
け
て
次

『
仏
教
の
理
想
と
す
る
人
間
完

成
』
は
設
立
当
初
か
ら
変
わ
っ
て

い
な
い
。
中
国
の
名
言
に
『
功
の

成
る
は
成
る
日
に
成
る
に
非
ず
、

蓋
し
必
ず
由
っ
て
起
こ
る
所
あ

り
』
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
成
功

と
は
成
功
し
た
そ
の
日
に
突
然
訪

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
理
由
、
過

程
が
あ
っ
て
か
ら
こ
そ
で
あ
り
、

普
段
の
積
み
重
ね
に
よ
る
も
の
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
加
え
て
仏
教

で
は
『
物
の
興
廃
は
必
ず
人
に
由

る
。
人
の
昇
沈
は
定
め
て
道
に
あ

り
』
と
説
か
れ
て
い
る
。
学
校
が

栄
え
る
か
衰
退
す
る
か
は
、
そ
こ

に
携
わ
っ
て
い
る
人
々
の
信
念
や
、

信
仰
に
基
づ
く
精
進
努
力
、
思
い

や
り
、
優
し
さ
が
あ
る
か
否
か
、

人
と
し
て
の
道
を
歩
ん
で
い
る
か

否
か
で
決
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

一
つ
の
分
野
に
捉
わ
れ
る
事
な
く
、

様
々
な
事
柄
を
学
ぶ
事
に
よ
っ
て

教
養
を
高
め
、
常
に
正
し
い
考
え

方
を
保
つ
事
に
よ
っ
て
人
格
が
高

め
ら
れ
、
将
来
の
人
生
に
お
い
て

の
正
し
い
判
断
力
を
養
う
事
が
建

学
の
精
神
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。

少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
減
少
の
問

題
や
学
園
を
取
り
巻
く
環
境
は
甚

は
ほ
ぼ
壊
滅
状
態
、
本
校
は
そ
の

年
の
４
月
に
南
区
大
岡
に
て
開
校
、

被
災
し
た
も
の
の
建
物
の
倒
壊
や

火
災
を
免
れ
、
真
言
宗
寺
院
の
檀

家
が
私
財
を
投
じ
て
数
十
名
の
生

徒
で
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
そ
の

後
、
真
言
宗
寺
院
住
職
方
が
経
営

を
担
い
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
震

災
後
は
太
平
洋
戦
争
に
見
舞
わ
れ
、

戦
前
、
戦
中
、
戦
後
は
学
園
に
と

っ
て
苦
難
の
連
続
で
あ
っ
た
と
伝

え
聞
い
て
い
る
。
今
が
あ
る
の
は
、

そ
の
時
々
の
龍
象
諸
賢
、
教
職
員
、

保
護
者
方
々
の
ご
教
導
、
ご
支
援
、

ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と
感
謝
申

し
上
げ
る
。
学
校
名
も
横
浜
家
政

女
学
校
、
明
倫
高
等
女
学
校
、
明

倫
学
園
明
倫
中
学
校
・
明
倫
高
等

学
校
か
ら
現
在
の
横
浜
清
風
学
園

横
浜
清
風
高
等
学
校
と
変
更
さ
れ

て
き
た
が
、
建
学
の
精
神
で
あ
る

　

同
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
楽
曲
演

奏
に
続
き
、
女
子
生
徒
に
よ
る

「
散
華
の
舞
」
が
披
露
さ
れ
、
華

や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
開
式
。

眞
田
有
快
創
立
１
０
０
周
年
実
行

委
員
長
が
「
本
日
は
長
谷
部
真
道

総
本
山
金
剛
峯
寺
座
主
猊
下
は
じ

め
今
川
泰
伸
同
寺
執
行
長
の
ご
臨

席
を
賜
り
、
ま
た
各
宗
派
、
ご
住

職
方
、
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
、

学
校
関
係
の
方
々
多
数
の
出
席
を

頂
き
、
今
日
の
日
を
迎
え
ら
れ
た

事
を
大
変
嬉
し
く
思
う
」
と
開
式

の
辞
を
述
べ
、
藤
井
義
章
横
浜
清

風
学
園
理
事
長
が
「
学
園
創
立
１

０
０
周
年
を
迎
え
た
が
、
１
０
０

年
間
の
歴
史
は
決
し
て
順
風
満
帆

で
は
な
か
っ
た
。
１
０
０
年
前
と

言
え
ば
１
９
２
３
年
（
大
正
12

年
）
で
、
関
東
大
震
災
が
起
こ
っ

た
年
で
あ
り
、
横
浜
市
の
中
心
部

　

横
浜
清
風
高
等
学
校
（
植
野
法
稔
校
長
）
を
擁
す
る
学
校
法

人
横
浜
清
風
学
園
（
藤
井
義
章
理
事
長
）
で
は
、
前
身
で
あ
る

「
横
浜
家
政
女
学
校
」
が
大
正
12
年
に
創
立
さ
れ
て
以
来
、
今

年
で
１
０
０
年
を
迎
え
た
事
か
ら
「
横
浜
清
風
学
園
創
立
１
０

０
周
年
記
念
祝
賀
会
」
を
、
11
月
７
日
、
横
浜
市
西
区
の
横
浜

ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
「
鳳
翔
の
間
」
に
お
い
て
宗
団
及
び

学
校
関
係
者
ら
約
３
７
０
名
を
招
い
て
盛
大
に
挙
行
し
、
そ
の

歴
史
を
振
り
返
る
と
共
に
、
今
後
益
々
の
隆
昌
を
祈
念
し
た
。

学
園
年
表
（
主
な
出
来
事
）

大
正
12
年
（
１
９
２
３
）

横
浜
家
政
女
学
校
が
創
立

昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）

明
倫
高
等
女
学
校
に
改
称
、
認

可
さ
る

昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）

横
浜
市
内
真
言
宗
寺
院
63
ヶ
寺

の
共
同
経
営
と
な
り
本
山
高
野

山
の
所
属
と
し
て
承
認
、
仏
教

的
信
念
を
基
礎
と
し
て
穏
健
な

る
婦
徳
の
涵
養
を
図
る
事
を
教

育
の
方
針
と
定
め
る

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
）

明
倫
高
等
学
校
認
可
、
財
団
法

人
明
倫
学
園
認
可

昭
和
26
年
（
１
９
５
１
）

財
団
法
人
明
倫
学
園
か
ら
学
校

法
人
明
倫
学
園
に

昭
和
42
年
（
１
９
６
７
）

保
土
ケ
谷
校
舎（
円
形
・
本
館
）

落
成
祝
賀
会
・
両
界
曼
荼
羅
開

眼
供
養
（
※
堀
田
真
快
管
長
の

書
に
よ
る
金
銅
製
の
種
子
曼
荼

羅
）

平
成
13
年
（
２
０
０
１
）

横
浜
清
風
高
等
学
校
に
改
称
、

コ
ー
ス
再
編
・
特
進
コ
ー
ス
、

社
会
福
祉
コ
ー
ス
共
学
化

平
成
17
年
（
２
０
０
５
）

総
合
進
学
コ
ー
ス
設
置
、
普
通

科
全
コ
ー
ス
男
女
共
学
化

平
成
24
年
（
２
０
１
２
）

新
校
舎
完
成
、
総
合
進
学
コ
ー

ス
に
選
抜
進
学
ク
ラ
ス
開
設

平
成
25
年
（
２
０
１
３
）

創
立
90
周
年
、
学
校
法
人
名
を

横
浜
清
風
学
園
に
改
め
る

令
和
５
年
（
２
０
２
３
）

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る

学
校
法
人
横
浜
清
風
学
園　

創
立
１
０
０
周
年
を
寿
ぐ

建
学
の
精
神
「
仏
教
の
理
想
と
す
る
人
間
完
成
」
に
沿
っ
て
新
た
な
る
ス
タ
ー
ト
へ
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力
、
行
動
力
、
そ
し
て
他
を
思
い

や
り
、
共
生
す
る
事
の
大
切
さ
を

学
ん
だ
多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し

て
こ
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
精

神
は
引
き
継
が
れ
、
更
な
る
発
展

を
遂
げ
ら
れ
る
事
と
確
信
す
る
。

藤
井
理
事
長
、
植
野
校
長
を
は
じ

め
関
係
の
方
々
に
は
今
後
も
こ
の

仏
教
を
礎
と
し
た
教
育
理
念
を
も

っ
て
若
い
人
材
の
育
成
に
励
ま
れ

た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

植
野
法
稔
校
長
が
「
本
校
で
は

今
年
を
『
創
立
１
０
０
周
年
イ
ヤ

ー
』
と
位
置
付
け
て
様
々
な
取
組

み
を
生
徒
と
共
に
行
っ
て
き
た
。

生
徒
に
と
っ
て
１
０
０
年
の
年
月

を
実
感
す
る
事
は
難
し
か
っ
た
と

思
う
が
、
生
徒
か
ら
『
文
化
祭
に

向
け
て
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
ソ
ン
グ

を
作
ろ
う
』
と
の
提
案
が
齎
さ
れ

た
。
１
０
０
周
年
を
機
に
自
分
達

の
学
校
を
も
う
一
度
見
つ
め
直
し
、

こ
れ
か
ら
の
横
浜
清
風
の
未
来
に

向
け
て
の
思
い
を
歌
に
し
よ
う
と

の
事
で
、
歌
詞
も
メ
ロ
デ
ィ
ー
も

生
徒
か
ら
募
集
し
、
生
徒
の
手
に

よ
っ
て
歌
を
完
成
さ
せ
た
の
で
ご

披
露
申
し
上
げ
る
」
と
会
場
左
右

に
設
け
ら
れ
た
ス
ク
リ
ー
ン
に
て

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
ソ
ン
グ
「
１
０

０
周
年Anniversary M

usic

」

が
披
露
さ
れ
、
眞
田
委
員
長
の
閉

式
の
辞
を
も
っ
て
盛
会
裡
に
お
開

き
と
な
っ
た
。

後
に
は
１
２
０
０
年
御
遠
忌
の
年

を
迎
え
る
。
弘
法
大
師
が
１
２
０

０
年
間
説
い
て
こ
ら
れ
た
教
え
を

横
浜
清
風
学
園
が
こ
の
世
の
中
で

実
践
し
て
頂
け
る
と
い
う
事
は
、

誠
に
有
難
い
事
で
あ
る
。
今
後

益
々
横
浜
清
風
学
園
が
隆
昌
さ
れ

る
事
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ

る
」
と
挨
拶
し
て
乾
杯
の
発
声
を

行
い
、
来
賓
紹
介
、
祝
電
披
露
に

続
き
、
安
田
節
子
同
窓
会
会
長
が

「
私
が
明
倫
中
学
校
に
入
学
し
た

の
は
昭
和
36
年
で
あ
り
、
そ
の
ま

ま
高
校
に
進
み
卒
業
は
昭
和
42
年

で
第
18
回
の
卒
業
で
あ
っ
た
。
当

時
の
思
い
出
は
円
形
校
舎
の
講
堂

で
毎
朝
読
経
を
し
て
い
た
。
大
変

厳
粛
な
ひ
と
時
を
持
ち
な
が
ら
毎

日
の
授
業
が
始
ま
る
事
が
一
番
の

思
い
出
で
あ
る
。
校
舎
は
出
来
た

ば
か
り
で
運
動
場
は
整
備
さ
れ
て

お
ら
ず
、
先
生
と
生
徒
が
一
緒
に

な
っ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
行
っ

た
の
も
良
い
思
い
出
で
あ
る
。
こ

う
し
て
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
喜

び
は
、
多
く
の
先
生
方
、
卒
業
生

達
の
弛
ま
ぬ
努
力
の
賜
物
と
思
う
。

卒
業
生
数
は
２
万
５
０
０
０
人
を

超
え
、
同
窓
会
活
動
も
大
変
微
力

で
は
あ
る
が
、
学
園
の
更
な
る
発

展
を
願
い
つ
つ
努
力
し
て
い
る
」

と
、
松
本
純
前
衆
議
院
議
員
が

「
仏
教
の
精
神
を
教
育
の
柱
と
し

て
、
生
き
る
た
め
の
知
性
と
判
断

も
真
に
生
き
る
力
を
育
む
教
育
活

動
に
取
組
ま
れ
る
事
を
大
い
に
期

待
し
て
い
る
」
と
、
工
藤
誠
一
神

奈
川
県
私
立
中
学
高
等
学
校
協
会

理
事
長
が
「
横
浜
清
風
高
等
学
校

は
、
弘
法
大
師
空
海
が
築
か
れ
た

綜
藝
種
智
院
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、

智
慧
と
慈
悲
を
建
学
の
精
神
と
し

て
教
育
を
実
践
さ
れ
て
き
た
。
こ

こ
横
浜
清
風
学
園
で
は
、
次
の
時

代
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
若
人
の

熱
い
想
い
と
眼
差
し
で
溢
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
様
々
な
試
練
が
あ

っ
た
と
拝
察
す
る
が
、
神
奈
川
私

学
の
雄
と
し
て
そ
の
名
声
を
益
々

高
め
、
一
世
紀
に
及
ぶ
歴
史
と
伝

統
の
中
で
、
数
多
く
の
卒
業
生
が

仏
教
主
義
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、

慈
愛
の
心
を
持
っ
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
事
は
学
園
に
携
わ
る

方
々
の
誇
り
で
あ
る
と
拝
察
し
、

更
に
こ
の
伝
統
が
永
遠
に
続
く
事

と
確
信
す
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

今
川
泰
伸
総
本
山
金
剛
峯
寺
執

行
長
・
高
野
山
真
言
宗
宗
務
総

長
・
学
校
法
人
高
野
山
学
園
理
事

長
・
学
校
法
人
宣
真
学
園
理
事
長

が
「
お
大
師
様
の
綜
藝
種
智
院
開

設
の
御
心
を
体
し
て
、
教
育
方
針

と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
六
波
羅
蜜
の

実
践
が
開
学
の
精
神
に
通
じ
て
い

る
事
を
改
め
て
聞
き
及
び
、
感
銘

を
受
け
た
。
本
年
は
弘
法
大
師
御

誕
生
１
２
５
０
年
、
そ
し
て
11
年

教
育
目
標

　

智
慧
と
慈
悲
を
説
く
仏
教
精
神

に
よ
り
誠
実
で
明
る
く
健
康
な
青

少
年
の
育
成
を
目
標
と
す
る
（
智

慧
＝
人
間
と
し
て
正
し
く
生
き
て

い
く
た
め
の
深
い
知
識
に
基
づ
く

判
断
と
行
動
。
慈
悲
＝
人
間
と
し

て
自
分
だ
け
で
な
く
他
の
存
在
と

個
性
を
尊
重
し
、
人
類
は
も
と
よ

り
、
自
然
と
の
共
生
を
思
い
や
る

心
で
行
動
す
る
事
で
あ
る
）。

　

本
校
は
、天
長
５
年（
８
２
８
）

年
に
弘
法
大
師
が
開
い
た
日
本
最

初
の
私
立
学
校
「
綜
藝
種
智
院
」

の
教
育
理
想
「
仏
教
の
理
想
と
す

る
人
間
完
成
」
を
建
学
の
精
神
に

置
い
て
い
ま
す
。

の
時
代
を
生
き
て
欲
し
い
。
ま
た
、

建
学
の
最
初
に
十
一
面
観
世
音
菩

薩
を
お
迎
え
に
な
っ
た
と
伺
っ
て

い
る
。
十
一
面
の
心
を
持
っ
て
観

音
の
体
を
成
し
て
お
り
、
そ
の
事

を
大
切
な
心
と
し
て
お
祀
り
に
な

っ
て
い
る
。
十
一
面
観
音
の
心
を

心
と
成
し
て
益
々
深
く
清
く
発
展

さ
れ
る
事
を
祈
念
申
し
上
げ
る
」

と
、
太
田
久
美
子
神
奈
川
県
子
ど

も
み
ら
い
局
子
ど
も
み
ら
い
部
長

（
黒
岩
祐
治
神
奈
川
県
知
事
代

理
）
が
「
県
内
に
は
私
立
高
等
学

校
が
82
校
あ
る
が
、
創
立
１
０
０

年
を
超
え
る
学
校
は
20
数
校
で
あ

り
、
長
き
に
亘
り
歴
史
と
伝
統
を

築
い
て
こ
ら
れ
た
歴
代
の
理
事
長
、

校
長
、
教
職
員
の
皆
様
、
地
域
の

皆
様
の
弛
ま
ぬ
努
力
に
敬
意
を
表

す
る
。
こ
の
１
０
０
年
間
で
教
育

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
た
が
、
同
校
の
建
学
の
精
神

『
仏
教
の
理
想
と
す
る
人
間
完

成
』
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
時
代

の
変
化
に
対
応
し
た
教
育
活
動
を

展
開
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
今
後
も

横
浜
清
風
高
等
学
校
が
社
会
に
貢

献
す
る
人
材
育
成
に
尽
力
頂
く
事

を
期
待
し
て
い
る
」
と
、
花
田
忠

雄
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
教
育
長

が
「
創
立
１
０
０
年
を
迎
え
ら
れ

た
の
も
歴
代
理
事
長
、
校
長
を
は

じ
め
教
職
員
の
方
々
の
熱
意
は
も

と
よ
り
、
支
え
て
こ
ら
れ
た
関
係

団
体
、
保
護
者
、
同
窓
会
、
地
域

の
方
々
の
温
か
い
ご
支
援
の
賜
物

と
存
ず
る
。
仏
教
精
神
を
基
に
智

慧
と
慈
悲
の
心
を
身
に
着
け
た
誠

実
で
明
る
く
健
康
な
人
材
を
目
指

し
た
教
育
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
多

彩
な
卒
業
生
を
社
会
に
送
り
出
し

て
こ
ら
れ
た
。
１
０
０
年
の
歴
史

と
伝
統
を
礎
に
、
横
浜
清
風
学
園

が
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、
今
後

横
浜
清
風
高
等
学
校

建
学
の
精
神

仏
教
の
理
想
と
す
る
人
間
完
成



（右から）植野学校長、安田同窓会長、松本前衆議院議員

お言葉を述べる長谷部管長 眞田実行委員長

藤井理事長



（右から）植野学校長、安田同窓会長、松本前衆議院議員

お言葉を述べる長谷部管長 眞田実行委員長

藤井理事長


